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珍稀 な る後zz類の 一種 マ ダ ラウ ミ7 ク ロ ウ　．
E ・・sel ・mPs （Eusetem・Ps） 1・nibePs 　1

　　　　　　　　　　　　　 （Cuvier）相模灘に産す
’
馬 場 菊 太 郎　（大阪学 芸 大学 ｝

　 昭窟 28 年 1 月 16E 受領

ユ949 年 8 月 に生物学御研究 所 の 手によ り相模湾葉山名島か ら採集され た後鯛類一種 の 標本を調べ て み る

と，こ寂懲 て Ad ・m ・ ＆ Reev ・ （・85。）が原覦 不 明 と して 図示 し そ の 後二 三 の 学者 に よつて東ア ・ リ

カ 並 漉 こ東 印度海 賊か ら再発 見 さ れ た Ell・sel・nops （Euselenops｝ 1＃nicops （Cuvi ・ ・） と同定 し うる も の で あ

1、

　　　 Fig」 ，− E廨 」卿 ρ・ 伽 吻 ・ マ ダ ラ ウ ミ フ ク P ウ A ・生標本 の 黼 Li・三ng 　
an 畑 hn

　　 dorsal　view （L ．7cm ）．　 B ．貯藏標本 の 腹面 Preserved　animal 　 in　 ventral 　view ・（図 Att

　　　は生物学御研 究所冩生 図に ょ る ）e

る こ とが分 つ た 。 よ つ て わが相模湾産標本に癰和 名を毳唱 し

て ， 簡 單に そ の 標徴 を記載 する 。 因に Ebesel・n ・Ps 属 は後鰓

類中背楯 目 ・ ブ シ エ ラ ガ イ科 ・ウ ミ ブ ク ロ ウ 亜 科 に属 し，2

つ の 亞属に分たれる。

　五  18κo♪s （Evcselen　ops ）（Cuvier，1817）・
マ ダ ラ ウ ミ ブ ク

ロ ウ 噺 称 ）（Figs・1−2）

　plbUtttibranch’
us 　luniceps　Adams ＆ Reeve 　1850 ，　p．　66，　pl．

18，　fig，6a，　b．− L   。？；　」Fle＃ro 珍rpranchaaa 　（E細 陀πoρs）

luniceps　Pilsbry 　1896 ，　p．　228 ．　pL 　54，　figs．95
−97 ；　Os

・

cani ｛ψ幡   うo’紹 f　Vayssi6reユ900，　 pp ．9−−10．− AmbOina ；

Oscaniop3u
’
s　tuniceps　Bergh　1905，　pp．50 −52

，　 pl．3
，　fig，9

，

PL ・0
・

fig・・30−37・一一一Amb °ina ・ E ’tseteneps
　
t”ni°eps

　 Fig．2 ．．一一一・Eleiselemps　l・tnieeP ・ マ Pt
O ’Donoghue ，　1929，　pp，　55761，　pL 　5，　figs．65

−73，　pL　6．

fig．74．− E ．　Africa、

　生時 の 体旻 は 7cm 余 り。 外形 は全 く E ．（E ．） 1”＃iceps’

（CUvier） と し て 記 載 され た もの ｝こ 同じ 。 体は著 し く低
ZFo

（27 ）

ラ ウ ミ フ ク ロ ゥ　 A ．顎板 Jaw−plates
（x2 ）； B ．顎板 の ノ」鱗 歯 Elements 　of

the　law・plates （x400 》； C ・歯 舌の
一

　　　　　　　　　　　　　　a ．最内孚歯 列 Ahalf ・row 　of　radula

側 歯 Innermost　 laterals 〔）く20e ），　 b．

最外側歯 OutemQst 　laterals（x120 ）．
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頭楯胖 臙 兩側勵 帳 し 頭 椨轍 全長 を巧 る腹面 ごは 3祠 列 嘱 鰍 4・ 縮 密生 してma をなす 。

外套 催 捌 は犀よ り も小 さ くi 最後 端 に は短い 水 管が形成 され る 。 外套 の 右側 縁に 多少開張 して 本鰓を被

5 。 禍角は 管．状 。 背 面は甼滑で あ る が ，駈に よ り小鬣 を生じ る 。 本鰓 の 鰓軸はそ の 全長 に 澹 5．て 2 列 の 小癌
を帶 び る。 腱は 巾廣 く し て 円盤状 θ 足腺は ない

。 生時 の 体背面は淡い 磴黄色地 ｝こ 黒褐色の 円斑 を飾 る o 貯蔵

標本 IC・お い て も こ れ らめ黒 褐色円reは．顯著 t＝ eeる 。 また貯藏標本1こ お い （ ｝ま頭楯 の 腹面及び 蹠 の Wt々 tc黒 羯

色 の 陰影 が あ り・恐 ら く踐 の 全Ptは一eXtこ こ の 色彩 で 被われ て い た も
．
の で あろ 5ご躔の 中央線上 に は巾の 廣

い 黒 褐色隈帶 の 存在 し て
．
い た形跡 力こ認 め られる 6 頸板は ユ 対 。 顎板を構成す る 小 鱗 歯 は 各 々 前縁 に 8〜 10

個 0小鋸歯 を帶 び る 。 菌式は 95× 235・0．235
。 各菌は 單一

な る 長劔歌 で ， 副菌 は ない 。

・

　蓬地 ； 相模湾葉山名島，夜曳網 に ょ り採集 ．（1949 年 8 月 ，1 個｝。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　 献
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

　Ada 鵬 ．　A ．＆ LReeve 　1850　ZooL　of 　Voyage 　of 　Samarang，　Mollusca．　 Bergh，　 R ．1905 　 siboga −

Exped ．，　 Monogr ．50．（Opisthobranchia）． 0 ’1）onoghue
，
　C ．　H ．1929 　Rep．　Fish．　 Mar．　Bio】，　Surv．　S．

Afr．，　No ．7．　 Pi】sbry ，　H ．　A ．1896 　Tryon ’
s　Manual 　of　Conch ，，16。　 VaySsi6re，　 A ．1900　 Journ．　 de

（iOnchyl，，、．48．

R6Sum6

「

Record　of　EuselemPs （Euselenops）lunicePs（Cuvier）from　Sagami　Bay ，
　Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kikutaro　 BABA

Osaka 　 Univ ．　 of 　 Liberal　 Arts

　　El・sel・nOPs （by ’en ・ps） t・ ni・ePs（Cu ・i・・， 1817） ｛Figs．1−2）
The ・aゆ al　 i・ 畢if・ iS ・b。・t．7 叩 bng ・和 ・SPIIy　it　i・ ・f ・ p・星… ang ・y・il。w ・nd 　i・ bea・tifully

sp ・tt明 平
量th・b・・w ・倣 k　b1・tches・ 曲 y ・f

’
whi ・h ・・e　ci・・ular　 i… tli・・．　 Qth・；wlse ， ・ll　th・

esse 尹tial　extemal 　characters 　of　our 　specimen 　are 　very 　sfmilar 　to　those　already 　qe｛rcribed 　in　E ，（E ．）
luniceps（Cuvier）．　 The 　b（〕dy　is　short ，

　ova 且and 　much 　 d白pressed ．　 The 　 cresc   tic
．
head −veil 　 with

3−4rowQ 　of　small 　dendritic　papillae　on 　the　anterior 　ventral 　margin ．　 Mantle−noticeably 　smalier

than　f。。t・
．
lt　i・ a・ymm ・trical　i・ ・ utli ・ ・，　 th・ ・ight　m ・・gi・ bei・g ・・t・nd ・d　f・・ther … st ・

cover
　 the　g薤i且．珠

．short 　excurre 皿t　siphon 　at　the　posterior　end 　of　the　mantle ．　 Rhinop 』ores 　ca ロa且ト

culifo   ．　 Upper ・surface 　of　body　more 　or　less　rugose ，　 Rachis　of　gill　with 　a 　inouble　row 　of 　
l
　small

kn°b・・ S・ 1・ disc・id・ N 。　Ped・1・ gland・ 1・ th・ p… erv ・d ・t・t・ th・ af
，
・ re −said ・9r ・畷 一

・・1。ur ・f　th・
anim ・i　i・ alt ・・ed 　t・ ad ・ll・・hy　whit ・，　b唄 h・ b・・冊 ・bIack　bl・も・h ・s ・n　th・ upper ・id・ ar ・ 。1，m ］y
visible 　as 　they 　were 　before．　 The 　under ぎまde　of 　the　head．ve 訌．and 　the　foot　are 　in　part　covered 　wi 廿1

brown −black　 pigment ．　 An 　addit 至onal 　band　of　the　 same 　colour 　is　visible 　in　the　median 　Line　of　the

・。監e ：

’
Ap ・i・ ・ f・」・ w −P1・t… th・ el・ ment ・ a ・e 　p・・夛id・d　 ea ・h　with 　8

，10
．d・痴 ・les．・・ th・ edg ，。

Radula　fom ユ岨 a　95× 235 ．0．235．　 All　 the　 lateral　 teeth　are 　 si 組 ply　uncifom ．

L   ・： H ・y ・ m ・・S・g・mi 　B ・y・。・ 董lected　 by ・ fi・h1・g　n ・ t　f・・ m 　th・ b・tt・m （Aug ．1949
，
1 。p．）、

（躑 ）
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